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C O N T E N T S



　

９
月
28
・
29
日
、
北
海
道
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
（
安
平

町
早
来
）
で
、
第
17
回
北
海
道

総
合
畜
産
共
進
会
（
乳
用
牛
部

門
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
道
各
地
区
か
ら
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
３
３
７
頭
、
ジ
ャ
ー
ジ

ー
種
33
頭
が
出
場
し
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ッ
ジ
田
井
道
広

氏
（
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農

協
審
査
部
次
長
）、
ア
ソ
シ
エ

ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ 
千
葉
義
博

氏
（
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農

協
参
事
）
が
審
査
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
14
農
場
・

25
頭
が
出
品
さ
れ
、
全
道
の
高

レ
ベ
ル
牛
が
出
場
す
る
な
か
健

闘
を
み
せ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
、

大
樹
町（
株
）エ
ン
ブ
レ
ム
―

Ｋ
の
出
品
牛
エ
ン
ブ
レ
ム
Ｋ 

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ 

シ
エ
リ
ー

（
第
14
部
４
歳
ク
ラ
ス
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
出
品
者
各
部
上
位
牛

の
成
績
は
表
の
と
お
り
で
す
。

足の先までこだわって仕上げてます。

第１７回  北 海 道 総 合 畜 産 共 進 会
～  高 レ ベ ル 牛 が 揃 い 資 質 等 を 競 う  ～

各 部 上 位 入 賞 牛 一 覧

部 順位 名　　　　　号 出品者（地区）

１部 2-3 シーリー アル キユートマン フエムコ 安藤　　功（幌呂）

２部 2-7 ＩＦ マツカ ビユーテイ ハーゲン ＥＴ 増田　一真（鶴居）

３部 3-9 ＯＰ オラホーム サンライズ スツチヤン 植田　紘史（幌呂）

５部 3-1 ＨＳＹ レーザ ブルツク スター 細谷　亮太（白糠）

６部 3-3 ＢＳ リラ ウインド ブロカウ ＥＴ ㈱大坂ファーム（音別）

８部 3-4 カリーナ アシユリン フアーレ サルテイー 松田　浩二（白糠）

９部 3-8 ＫＷＦ モントレー アン センビユー ㈱敬和ファーム（音別）

10部 1-3 Ａ オラホーム ロス ダイアモンドバツク マナー 安藤　　功（幌呂）

11部 3-2 ダツチランド ストン テンパツター （農）清和農場（鶴居）

12部 1-5 フイールドツリー マツクス ドミニク （農）清和農場（鶴居）

13部 1-2 ヘイチヤン スターブライト クイーンガール ＥＴ（同）伊深ファーム（白糠）

14部 3-5 ＢＳ フアンシー サンチエス ドライブ ㈱大坂ファーム（音別）

15部 2-1 ＫＷＦ ゴールドチツプ アン センビユー ＥＴ ㈱敬和ファーム（音別）

16部 3-6 ヘイチヤン スターブライト ゴールド Ｄ ロジー ＥＴ（同）伊深ファーム（白糠）
ジュニア
カップ 3-7 ウツズスター エンペラー フオーテイーン レオ 林　　瑠輝（白糠）
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９
月
14
、
15
日
、「
第
16
回
釧
路

大
漁
ど
ん
ぱ
く
」
会
場
内
で
、「
農

業
農
村
フ
ェ
ア 

in 

Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
」
が
開
催
さ
れ
、
釧
路
地
区
農
協

青
年
部
協
議
会
・
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
女

性
協
議
会
が
根
釧
牛
乳
・
乳
製
品
の

消
費
拡
大
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
青
年
部
協
議
会
は
、
来
場
し
た

お
客
様
に
、「
よ
つ
葉
北
海
道
根
釧

牛
乳
」
の
無
料
試
飲
、
同
女
性
協
議

会
は
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク
（
マ

ス
カ
ッ
ト
酢
エ
キ
ス
に
根
釧

牛
乳
を
加
え
た
も
の
）
と
チ

ー
ズ
い
も
も
ち
を
販
売
し
、

牛
乳
・
乳
製
品
と
も
大
変
好

評
で
し
た
。

　

伊
深
祐
樹
さ
ん
（
当
Ｊ
Ａ

青
年
部
副
部
長
）
は
、「
地

元
だ
け
で
な
く
地
方
か
ら
も

ご
来
場
頂
い
て
い
る
中
で
多

く
の
方
々
に
根
釧
牛
乳
を

知
っ
て
も
ら
い
、
安
全
・
安

心
な
牛
乳
で
あ
る
事
を
Ｐ
Ｒ

し
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
お
い
し
い
と
言
っ

て
頂
く
と
今
後
の
生
産
意
欲

も
高
ま
り
ま
す
。
管
内
や
地

元
の
仲
間
と
団
結
し
、
今
後

も
活
動
し
て
い
き
た
い
。」

　

菅
原
晴
美
さ
ん
（
当
Ｊ
Ａ

女
性
部
副
部
長
）
は
、「
毎

年
販
売
し
て
い
る
コ
ツ
コ
ツ

ミ
ル
ク
と
チ
ー
ズ
い
も
も
ち

は
、
お
客
さ
ん
か
ら
も
好
評

で
す
。
牛
乳
に
お
酢
を
加
え

る
こ
と
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
率
が
上
が
り
骨
粗
し
ょ
う

症
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
色
々
な
牛
乳
の
飲

根釧牛乳・乳製品の美味しさをＰＲ!!
～ 第16回 釧路大漁どんぱく「農業・農村フェア in KUSHIRO」～

「コツコツミルクとチーズいももち」をセットでどうぞ！チーズもとてもおいしそう

お絵かきロール トラクターの試乗体験

手際よく準備する澁谷幸子副部長

子供達は搾乳体験に夢中!

挨拶する武藤組合長

み
方
や
食
べ
方
を
提
供
し

て
い
き
た
い
で
す
。」
と

述
べ
、
ご
来
場
の
皆
様
に

手
際
よ
く
提
供
す
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
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牛
乳
早
く

　

飲
み
た
い
！



ふ る さ と ま つ り
大きさ・実の入り良好！　鶴居産とうきび販売!!

前日の収穫作業　鶴小児童と協力し沢山採れました！ 

　

９
月
23
日
、
鶴
居
村
茂
雪
裡
川
河
畔

特
設
会
場
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
で
、
鶴

居
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
会

場
で
は
食
の
エ
リ
ア
・
直
売
エ
リ
ア
・

お
楽
し
み
エ
リ
ア
な
ど
が
設
け
ら
れ
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
根
釧
牛
乳

早
飲
み
競
争
や
牛
の
鳴
き
声
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

食
の
エ
リ
ア
で
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
幌

呂
支
部
が
「
お
ふ
く
ろ
の
味 

千
人
鍋
」

を
販
売
。
武
藤
和
江
支
部
長
は
、「
千

人
鍋
は
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
同
じ
味

に
な
る
よ
う
部
員
達
と
と
も
に
心
を
込

め
て
作
っ
て
お
り
ま
す
。
お
い
し
い
と

言
っ
て
頂
け
る
と
励
み
に
な
り
ま
す
。

こ
の
味
を
こ
れ
か
ら
の
若
い
部
員
に
も

伝
授
し
て
い
き
た
い
。」

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
鶴
居
支
部
は
「
じ
ゃ
が

い
も
の
塩
煮
」
等
を
販
売
。
長
尾
朋
子

支
部
長
は
、「
こ
の
お
ま
つ
り
が
去
年

中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

り
ま
す
が
新
し
い
部
員
も
い
る
中
、
不

慣
れ
な
部
分
は
部
員
達
で
協
力
し
て
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
い
も
の
塩
煮
は
、

上
手
に
出
来
上
が
り
バ
タ
ー
を
付
け
て

食
べ
る
と
お
い
し
い
と
大
変
好
評
で

す
。」

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居
支
部
は
「
つ
る
い

産
と
う
き
び
（
生
）」
を
販
売
、
菱
沼

恭
平
支
部
長
は
、「
今
年
の
出
来
は
、

大
き
さ
・
実
の
入
り
と
も
良
好
で
す
。

前
日
、
鶴
居
小
学
校
４
年
生
の
児
童
と

部
員
達
で
収
穫
し
、
今
日
は
残
念
な
が

ら
雨
天
と
な
り
ま
し
た
が
売
れ
行
き
も

ま
ず
ま
ず
良
好
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
部

員
と
協
力
し
、
青
年
部
活
動
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
。」
と
述
べ
、
青
年
部

と
女
性
部
の
テ
ン
ト
前
は
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

大きさ・実の入りともに良好ですよ！

とうきびの売れ行きも好調

テント裏では全力の皮むき作業
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青 年 部
鶴居

お
好
き
な
の
を

ど
う
ぞ
！

こ
れ
と
こ
れ
が

よ
さ
そ
う
ね



２０１9 鶴 居 村
おふくろの味「千人鍋」・ジャガイモの塩煮 大好評!!

～
サ
ポ
ー
タ
ー
５
５
０
万
人
づ
く
り
へ
～

どど〜んと！ 「千人鍋」はこの迫力！

伝えたい このホクホク感！ じゃがいもの塩煮もどんどん売れます！
　

当
Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
Ｊ
Ａ
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ
Ｐ
（
ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
）」

の
普
及
推
進
運
動
を
実
施
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て
頂
い
た
皆
様
へ
粗

品
（
よ
つ
葉
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
等
）
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

悪
天
候
の
中
、
足
を
止
め
説
明
に
耳
を
傾

け
て
頂
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。

ジ
ェ
イ
エ
イ
ジ
ャ
ン
プ
の
普
及
推
進

4

女 性 部
幌呂

女 性 部
鶴居

鶴居村４大まつり 第３弾

熱
い
の
で
気
を

付
け
て
下
さ
い
ね
！



実りの秋 手づくり野菜・大好評!!

美 味 し い 自 家 産 野 菜 を 販 売 !!

～ Ｊ Ａ 女 性 部 鶴 居 支 部  「 野 菜 即 売 会 」～

～ Ｊ Ａ 女 性 部 幌 呂 支 部 「 青 空 市 」～

新鮮でおいしい野菜揃ってます！

多くのお客さんが訪れ大盛況!!

　

９
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
鶴
居
支
部
は
Ａ
コ

ー
プ
つ
る
い
店
前
で
野

菜
即
売
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
女
性
部
員
達
の

自
家
産
野
菜
が
販
売
さ

れ
る
人
気
の
即
売
会
で

す
が
、
今
年
も
飛
ぶ
よ

う
に
野
菜
が
売
れ
て
い

ま
し
た
。

　

長
尾
朋
子
支
部
長
は
、

「
今
年
の
野
菜
の
出
来

は
、
実
の
入
り
が
遅
い

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が

　

９
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
部

幌
呂
支
部
は
、
セ
イ
コ
ー
マ

ー
ト
幌
呂
店
駐
車
場
で
「
青

空
市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

部
員
が
愛
情
を
込
め
て

作
っ
た
自
家
産
野
菜
を
格
安

で
販
売
し
大
勢
の
お
客
様
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

武
藤
和
江
支
部
長
は
、「
今

年
は
、
天
候
の
悪
い
時
期
も

あ
り
出
来
の
良
く
な
い
野
菜

も
あ
り
ま
し
た
が
、
部
員
達

の
協
力
に
よ
り
全
体
的
に
は

品
数
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
、
野
菜
の
他

に
部
員
達
が
作
っ
た
加
工
食

品
や
手
芸
な
ど
も
販
売
し
好

評
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
部
員

の
負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で

協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
頂
き
、

青
空
市
は
大
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

全
体
的
に
は
ま
ず
ま
ず

良
好
で
し
た
。
毎
年
実

施
し
て
い
る
中
で
、
安

全
・
安
心
を
心
掛
け
な

が
ら
部
員
達
で
野
菜
を

持
ち
寄
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
天
候
に
左

右
さ
れ
る
部
分
も
多
い

で
す
が
部
員
み
ん
な
で

協
力
し
、
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。」
と
抱
負
を
語
っ

て
お
り
ま
し
た
。
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ＪＡくしろ丹頂音別年金友の会 総会・親睦旅行
～ 日頃の疲れを温泉で癒し楽しい旅行となりました ～

Ａコープおんべつ店前は大盛況!!

　

９
月
９
・
10
日
、
Ｊ
Ａ
く

し
ろ
丹
頂
音
別
年
金
友
の
会

は
、
十
勝
で
第
31
回
通
常
総

会
並
び
に
親
睦
旅
行
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

会
員
28
名
が
出
席
し
、
十

勝
川
温
泉
で
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
、
議
案
は
全
件
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
は
、
夕
食
や

　

９
月
25
日
、
Ａ
コ
ー
プ
お
ん

べ
つ
店
で
は
、
年
に
一
度
の
創

業
祭
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
商
品
が
、
通
常
価
格
よ

り
格
安
で
購
入
で
き
る
と
あ
っ

て
Ａ
コ
ー
プ
前
に
設
置
さ
れ
た

テ
ン
ト
に
は
多
く
の
お
客
様
で

賑
わ
い
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了

し
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
、
本
所
及
び
各
支

所
で
管
理
、
金
融
担
当
職
員
等

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連
釧
路
支
所 

吉
井
誠
人
推
進
課
長
、
森 

隆

司
副
調
査
役
を
講
師
に
「
金
融

機
能
不
正
利
用
防
止
、
相
談
・

苦
情
等
対
応
」
に
つ
い
て
学
び

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
で
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
つ
つ
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

視
察
で
は
、
１
日
目
に
よ

つ
葉
乳
業
十
勝
主
管
工
場
、

２
日
目
に
明
治
な
る
ほ
ど
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
十
勝
な
ど
を
見

学
し
、
思
い
出
に
残
る
親
睦

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ
コ
ー
プ
お
ん
べ
つ
店

創
業
祭 

盛
況
!!

金
融
研
修
会
を
実
施

お料理も最高でした! 盛り上がったカラオケ大会 よつ葉乳業を視察
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1
年
に
1
度
、
ミ
ル
キ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
性
能
チ
ェ
ッ
ク
が
デ
ィ
ー

ラ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

点
検
結
果
は
、
生
産
者
と
各
Ｊ
Ａ
に

も
手
渡
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
点
検
者

の
中
に
は
そ
の
中
身
を
生
産
者
の
方

に
説
明
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

点
検
結
果
を
見
る
と
、
や
や
専
門
的

な
用
語
（
シ
ス
テ
ム
真
空
度
や
調
圧

効
率
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
が
、
丁
寧

に
説
明
を
受

け
れ
ば
、
実

は
さ
し
て
難

し
い
内
容
で

も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
シ
ス
テ
ム
点
検
。

残
念
な
が
ら
消
耗
品
の
交
換
や
掃
除

を
行
い
、
単
に
一
通
り
の
測
定
を

行
っ
た
だ
け
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
こ
の
ミ
ル
キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
状
態
で
は
、
次
々

と
乳
房
炎
を
発
症
さ
せ
て
い
て
も
仕

方
な
い
な
」
と
い
っ
た
も
の
が
少
な

か
ら
ず
存
在
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
日
々
の
搾
乳
は
行
え
ま
す
が
、
乳

牛
の
気
分
良
い
射
乳
を
保
証
す
る
ま

で
の
レ
ベ
ル
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
引
き
起
こ
さ
れ

ま
す
。

　

�

泌
乳
ピ
ー
ク
の
一
番
稼
ぎ
時
に

乳
房
炎
に
な
り
や
す
い

　

�

搾
乳
中
は
ア
ン
チ
キ
ッ
カ
ー
が

手
放
せ
な
い

　
�

分
娩
が
重
な
る
と
バ
ル
ク
乳
の

体
細
胞
数
が
上
昇
し
や
す
い

　

�
1
回
の
搾
乳
で
ラ
イ
ナ
ー
ス

リ
ッ
プ
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

何
頭
も
起
こ
る

　

�

3
本
乳
が
い
つ
ま
で
も
減
ら
な

い 

な
ど

　

以
前
は
大
き
な
乳
房
炎
の

要
因
で
な
か
っ
た
シ
ス
テ
ム

の
弱
点
も
、
乳
牛
の
泌
乳
量

が
向
上
し
、
特
に
ユ
ニ
ッ
ト

を
装
着
し
た
最
初
の
１
分
の

射
乳
量
は
半
端
な
く
増
え
ま

し
た
。
こ
う
し
た
乳
牛
の
泌
乳
能
力

に
応
え
ら
れ
る
ミ
ル
キ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
例

え
ば
ユ
ニ
ッ
ト
開
放
テ
ス
ト
（
意
図

的
に
ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
エ
ア
を
入
れ
、

真
空
レ
ベ
ル
が
大
き
く
下
が
ら
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
）
で
２
kpa
（
キ
ロ

パ
ス
カ
ル
）
以
上
も
下
が
る
状
態
は

論
外
と
な
り
ま
す
。
然
る
べ
き
対
処

を
し
な
け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
新
規

乳
房
炎
の
発
症
を
抑
制
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。

　

自
分
の
ミ
ル
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

点
検
結
果
が
正
常
な
範
囲
に
あ
る
の

か
？

　

今
年
、
釧
路
地
区
乳
質
改
善
協
議

会
（
事
務
局
・
ホ
ク
レ
ン
釧
路
支
所
）

で
は
管
内
の
シ
ス
テ
ム
点
検
結
果
を

取
り
ま
と
め
、
不
備

な
点
が
放
置
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
な

い
か
を
確
認
す
る
運

び
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
Ｊ
Ａ
の
乳
質
担

当
者
と
協
力
の
も
と
、
ミ
ル
キ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
に
何
ら
か
の
対
処
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
一
緒
に
改
善

に
向
け
て
協
議
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

乳
房
炎

に
関
与
す

る
要
因
は

極
め
て
多

く
、
自
分

の
農
場
で

は
ど
の
要

因
が
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
か
は
デ
ー

タ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
現
場
で
確

認
す
る
の
が
や
は
り
早
道
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
文
書
は
ど
う
し
て
も

一
般
論
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

一
層
に
乳
質
改
善
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
は
是
非
、
Ｊ
Ａ
や
（
信
頼
で
き

る
）
関
係
機
関
に
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。

※
情
報
提
供
は
釧
路
農
協
連
よ
り

乳質改善ＰＪ情報局
第12号乳質改善プロジェクト

 

ミ
ル
カ
ー
、大
丈
夫
で
す
か
？
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

フ
ロ
ス
ト
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
以
下
、

Ｆ
Ｓ
と
表
記
）
と
は
、
植
物
の
発
芽

条
件
の
「
温
度
・
酸
素
・
水
」
の
う

ち
、
温
度
条
件
が
牧
草
の
発
芽
に
適

さ
な
い
霜
（
フ
ロ
ス
ト
）
が
降
り
る

時
期
に
は
種
（
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
を

行
い
、
翌
春
の
融
雪
後
に
発
芽
さ
せ

る
方
法
で
す
。

　

今
回
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
で
課
題

と
し
て
調
査
し
た
Ｆ
Ｓ
先
進
的
取
組

農
家
の
事
例
か
ら
技
術
的
導
入
条
件

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ　

Ｆ
Ｓ
導
入
条
件

○
は
種
時
期

　

日
平
均
気
温
６
℃
以
下
で
、
一
時

的
昇
温
（
日
平
均
気
温
７
℃
以
上
が

３
日
以
上
）
が
続
か
な
く
な
る
日
。

○
は
種
す
る
草
種

　

草
種
は
イ
ネ
科
牧
草
を
選
ぶ
。
特

に
チ
モ
シ
ー
は
種
子
が
小
さ
く
比
重

が
重
い
た
め
、
土
壌
に
密
着
し
や
す

く
定
着
率
も
高
い
。

　

マ
メ
科
牧
草
は
発
芽
温
度
が
イ
ネ

科
牧
草
よ
り
も
低
い
た
め
、
種
子
が

吸
水
し
発
芽
し
て
し
ま
い
枯
死
す
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
適
さ
な
い
。

○
は
種
量

　

通
常
の
は
種
量
よ
り
２
～
３
割
程

度
増
量
し
て
は
種
す
る
。

○
施
肥

　

施
肥
は
Ｆ
Ｓ
の
場
合
、
融
雪
や
降

雨
に
よ
る
肥
料
成
分
の
流
亡
が
起
こ

る
た
め
、
は
種
前
は
土
壌
改
良
材
の

施
用
に
よ
り
土
壌
の
酸
度
矯
正
に
と

ど
め
る
。
基
肥
は
、
翌
春
に
窒
素
４

～
６
㎏
／
10
ａ
を
目
安
に
、
発
芽
後

ほ
場
が
乾
い
た
ら
施
用
す
る
。

○
は
種
後
の
鎮
圧

　

完
全
更
新
の
場
合
、
は
種
後
に
鎮

圧
を
行
う
。
た
だ
し
、
土
壌
が
濡
れ

て
い
る
と
ロ
ー
ラ
ー
に
種
子
が
付
着

し
て
し
ま
う
の
で
、
土
壌
表
面
が
１

～
２
㎝
凍
結
し
た
時
に
鎮
圧
を
行
う

か
、
ゴ
ム
ロ
ー
ラ
を
使
用
す
る
。

　

凍
結
し
た
土
壌
は
浮
き
上
が
る
た

め
、
春
に
も
鎮
圧
を
行
う
。

○
ほ
場
の
選
定

　

保
水
性
、
排
水
性
が
良
好
な
ほ
場

を
選
定
す
る
。
砂
土
系
は
避
け
る
。

　

平
坦
地
が
望
ま
し
い
。

Ⅱ　

Ｆ
Ｓ
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

○
11
～
12
月
の
農
閑
期
に
行
う
こ
と

か
ら
、
作
業
の
分
散
と
余
裕
を
も
っ

て
は
種
作
業
が
実
施
で
き
る
。

○
春
播
き
に
比
べ
て
、
融
雪
水
が
あ

る
こ
と
で
土
壌
水
分
が
十
分
確
保
さ

れ
る
た
め
、
干
ば
つ
に
よ
る
発
芽
不

良
を
回
避
で
き
る
。

○
Ｆ
Ｓ
で
は
種
し
た
場
合
、
雑
草
が

発
芽
す
る
前
に
牧
草
が
冠
部
を
被
う

た
め
、
雑
草
の
少
な
い
草
地
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
通
常
の
春
播
き
と
比
べ
、
６
月
下

旬
か
ら
７
月
に
か
け
て
１
番
草
の
収

穫
が
可
能
で
あ
り
、
更
新
年
の
収
量

減
少
の
緩
和
に
つ
な
が
る
。

Ⅲ　

施
工
上
の
課
題

○
傾
斜
地
に
施
工
す
る
場
合
は
、
エ

ロ
ー
ジ
ョ
ン
（
表
面
流
亡
）
を
考
慮

し
て
、
鎮
圧
ロ
ー
ラ
ー
に
重
し
を
積

載
し
て
加
圧
す
る
か
、
作
溝
は
種
機

で
は
種
を
行
う
。

○
降
雪
後
の
は
種
も
可
能
だ
が
、
降

雪
後
の
は
種
・
鎮
圧
作
業
は
、
ク
ロ

ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
を
使
用
し
な
い
と
施

工
が
困
難
。

Ⅳ　

Ｆ
Ｓ
実
施
事
例

○
完
全
更
新
（
写
真
１
）

　

ク
ロ
ー
ラ
ト
ラ
ク
タ
＋
ブ
ロ
キ
ャ

ス
に
よ
り
は
種
。
翌
春
、
発
芽
を
確

認
後
、
肥
料
散
布
に
合
わ
せ
て
ク
ロ

ー
バ
を
追
播
し
、
定
着
さ
せ
た
。

○
追
播
（
写
真
２
）

　

フ
ェ
ス
ト
ロ
リ
ウ
ム
と
ペ
レ
ニ
ア

ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
追
播
事
例
。
翌
年
の

草
地
で
は
、
追
播
し
た
草
種
の
伸
長

が
確
認
さ
れ
た
。

Ⅴ　

ま
と
め

　

今
回
紹
介
し
た
内
容
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
で
分
か
っ
た
部
分
で
あ
り
、

今
年
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
実
践
を
考
え
て
い
る
方
は
、

普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

写真１　クローラの溝に沿って発芽

写真２　追播草種の伸長状況

フ
ロ
ス
ト
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
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9

　2018年９月６日に発生した北海道胆振東部地震から１年が経ち、その間、ＪＡグループ北海道に
対して全国の皆様より、多大なるご支援をいただきました。そのご支援に対するお礼として、９月
６日の朝日新聞と農業新聞に感謝広告並びに動画メッセージを掲載いたしました。私たちＪＡグ
ループ北海道は今後とも、被災された組合員・組合員家族を支援して参ります。皆様方からのご支
援、本当にありがとうございました。

　９月５、６日、東京都内で開催された商談会
「インフォメーションバザール」に特別協力し、
道内14ＪＡとともに出展、道内の農畜産物や加
工品を紹介しました。
　今年はＪＡ出展エリアの一角に「窓口」を設
置しナビゲーター役が各ＪＡのブースを案内し
たほか、バイヤーズガイ
ド「なまらうまい！ＪＡ」
を配布し、ＪＡや特産品
のＰＲに工夫を凝らし、
より多くの人に道産の魅
力を伝えました。

　７月26日㈮岡山県で開催された「第60回日本人間
ドック学会」の中で、全国の4施設が人間ドック健診施
設機能評価優秀賞に選出され、その1施設として旭
川厚生病院が表彰されました。今般、平成30年度に
人間ドック健診施設機能評価を受審した施設を対象
に選考が行われ、「健診当日に健診結果を説明してい
る」「専門スタッフが保健指導を実施している」「精密
検査や治療が必要な受診者に対
するフォローアップが適切である」
が評価され、人間ドック健診施設
機能評価優秀賞に選ばれました。

　ＪＡ共済連北海道は、大規模な災害が起きた
時の備えとして、災害時に利用できる「非常用
給水タンク10リットル」10万個を全道ＪＡに配
布いたします。
　飲料水や生活用水等の確保
に利用することが可能で、９
月上旬から配布し、災害への
備えの意識向上を呼びかけます。
　ＪＡ共済連は、組合員・地
域住民の安全・安心に貢献で
きる活動にこれからも取り組
んでいきます。

　ホクレンと北海道米販売拡大委員会は、８月25
日に開催された「北海道マラソン2019」の前日と
前々日に、会場となる大通公園にて北海道産のも
ち米を使った「赤飯おこわ」を無料配布しました。
マラソンでは、グリコーゲンなどが豊富な食物に
より体内にエネルギー源をため込むことが推奨
されていることから、例年に続きこの取り組みを
実施。特設会場で「エナジー
ブース」という看板を掲げ、も
ち米が有効であることをア
ピールしました。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内
容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容は
ＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連
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※Jミルクホームページより転載

第58回 鶴 居 村 駅 伝 競 走 大 会
～ ＪＡくしろ丹頂チーム 健闘する!! ～

高田選手から吉河選手（アンカー）へ！

竹田選手スタートしました！

　

９
月
15
日
、
鶴
居
村

村
民
球
場
で
鶴
居
村
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
、
11
チ
ー
ム
が
出
場

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

今
年
で
58
回
目
を
迎

え
る
こ
の
大
会
に
は
、

当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
毎
年
出

場
し
て
お
り
、
業
務
終

了
後
な
ど
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
、
練
習
を
重

ね
上
位
入
賞
を
目
指
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
チ

ー
ム
は
、
１
区
・
竹
田

颯
斗
、
２
区
・
松
原
清

美
、
３
区
・
遠
藤
悠
人
、

４
区
・
高
田
栄
子
、
５

区
・
吉
河
太
成
で
今
回

の
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

強
豪
チ
ー
ム
が
出
場
す

る
中
、
選
手
全
員
が
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
、
結
果

順
位
は
８
位
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

様
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

～豚肉とかぼちゃのミルク煮～
かぼちゃの甘みとミルクのコクで奥深い味わいに。
あったまるよ～

【作り方】
１．�豚肉は４～５㎝の幅に切り、酒、しょうゆを
もみこむ。かぼちゃは種とわたを取って、と
ころどころ皮をむき、ひと口大に切る。しめ
じは石づきを切って小房に分ける。

２．�鍋にサラダ油を熱して豚肉を炒める。色が変
わったらかぼちゃを加えてさっと炒め、だし
を入れる。沸騰したらしょうゆ、みりんを加
え、落としぶた（または紙ぶた）をし、弱火
で８～10分煮る。かぼちゃに火が通ったらし
めじを加え、ひと煮する。

３．�牛乳を加え、沸騰したら弱火にして塩、こし
ょうで味を調える。

材　　料（2人分）
＜豚肉の下味＞

豚ロース肉（薄切り）	 150g	 だし	 200〜300ml

酒・しょうゆ	 各小さじ1/2	 しょうゆ・みりん	 各大さじ1/2

かぼちゃ	 1/4コ	 牛乳	 180ml

しめじ	 1/2パック	 塩・こしょう	 少々

サラダ油	 大さじ1/2

～ 牛乳を煮物に使って上手に減塩 ～
　牛乳は和風の煮物にもよく合います。煮汁の一部を牛乳に

置き換えると、塩分もその分控えめになります。しかも牛乳

でコクが出るので美味しくいただけます。

今月のミルク
レシピ
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今回の答えは次月号に
掲載するよっ！！　　　

右のイラストには左のイラストと
違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の
数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

・正解者3名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただ

きます。
《応募方法》左下の部分を本所 企画管理係ま
でFAX（0154-64-2315）をいただくか、切り
取っていただき各支所の総務係迄お渡しください。
《締め切り》2019年11月18日まで
　当選者の発表は11月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

A B C D E F

1 2 3 4 5 6

住所

氏名

電話番号

ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

ペンネーム（　　　　　　　　）

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし 10月の答え

９
月
の
答
え

7 3 A
1 8 4 9 2 6 5

8 6 2 7 5 1 9 4 3
4 9 5 3 6 B

2 7 1 8
1 8 6 9 C

3 7 Ｄ
4 5 2

5 4 3 6 2 8 1 9 7
9 2 7 5 1 4 3 8 6
3 1 8 2 9 6 5 7 4
6 5 9 4 7 3 8 2 1
2 7 4 1 8 E

5
F
6 3 9

・つぶやきコーナー

・多 田  紀 子 さん ・阿 部  志津子 さん
・伊 深 きく子 さん

おめでとうございます!! 9月号の当選者

初雪はいつでしょうかね？（N子さん）
最近は道路沿いの紅葉がとてもきれいでした！
あっというまに冬ですね（Yさん）
秋になって少し暇が出来たので初めて挑戦です。
少し頭の体操になりました。
ありがとう（ふっくらさん）
今年は天候不順で、家庭菜園の
出来が悪かったです（Sさん）
寒くなって来ました！皆さんイン
フルエンザに注意（Mさん） （ココ&くろさん）
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ ９月に実施された釧路大漁どんぱくでは、今年も会場内に農業農村フェア in 
KUSHIROの特設ブースが設置されました。根釧牛乳などの牛乳や乳製品、釧路管内
の農畜産物を知る、触れる、食べる、楽しんでもらう場として、会場を「大きな牧場」
に見立て、出展ブース等もおしゃれなイメージにリニューアルされました。酪農へ
の理解促進や農畜産物の消費拡大、「道民と食と農でつながるサポーター ₅₅₀万人づ
くり」の実践を目的に今後も取り組んで参ります。

■令和元年度 　生乳生産実績（９月）
月計乳量（kg） ９月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,211,250.0 104.8 51,401,438.8 99.5
鶴 居 地 区 3,140,097.2 105.2 19,501,439.8 102.2
幌 呂 地 区 2,133,781.8 107.0 13,513,901.8 101.4
白 糠 地 区 1,607,874.6 106.0 10,108,542.9 98.3
音 別 地 区 1,329,496.4 99.3 8,277,554.3 92.1

管 内 計 43,061,271.5 109.5 268,647,694.7 100.3
（前年度管内計） 39,339,036.2 267,734,537.1

理　事　会　報　告
9月定例理事会　令和元年９月30日（月）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．８月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．農業振興積立金の使途について
６．委託内部監査の報告について
７．�ＪＡ共済コンプライアンス点検結果に

ついて

付議事項　�
議案第１号　�令和元年度（第２四半期）にか

かる監事監査の結果について
議案第２号　�みのり監査法人期中監査Ⅰの

結果について
議案第３号　融資の承認について
議案第４号　�平成31年度　畜産・酪農収益

力強化整備等特別対策事業
（機械導入事業）国産チーズ振
興枠の承認について

議案第５号　�令和元年度 畜産・酪農収益力
強化整備等特別対策事業（機
械導入事業）の承認について

議案第６号　店舗運営のＡマート化について
議案第７号　固定資産の取得について
議案第８号　諸規程等の制定について
議案第９号　�令和元年度下期更正計画の承

認について
議案第１０号　�消費税率の改正に伴う登録料

金（ホルスタイン・馬・和牛）
の改正について

議案第１１号　�第２回臨時総会の招集及び提
出議案について

議案第１２号　�議決権行使書面の取扱いにつ
いて

その他協議事項　�
１．秋季地区懇談会の開催について
２．�幌呂育成牧場施設新設に係る組合員意

向調査の実施結果について
３．�新規就農・担い手対策サポート事業に

係る受け入れ農場について
４．役員の道内視察研修について
５．当面の業務日程について

労働者雇入時はご注意下さい。
「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」

北 海 道 最 低 賃 金
北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、
アルバイト等を含む。）に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されました。 　　　　

最 低 賃 金 額　時 間 額　８６１円

効力発生年月日　令和元年10月３日
厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）


